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景
気
は
回
復
基
調
も
、

雇
用
動
向
は
リ
ス
ク
含
み

日
本
政
府
は
景
気
の「
底
打
ち
」を
強
調

し
て
い
る
が
、
雇
用
情
勢
の「
底
」に
つ
い
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
本
稿
執
筆
当
事
の
平
成
二

一
年
六
月
末
発
表
の
五
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
〇
・
四
四
倍
と
な
り
最
低
記
録
を
更
新

し
、
五
月
の
完
全
失
業
率
も
前
月
よ
り
〇
・

二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
五
・
二
％
と
、
約
六
年

ぶ
り
の
水
準
に
悪
化
す
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
雇
用
環
境
に
あ
る
の
が
実
情
だ
。

財
務
・
会
計
分
野
の
人
材
不
足
は

未
だ
に
顕
著

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
雇
用
環
境
が

続
く
中
、
米
国
企
業
改
革
法（
S
O
X
）や
内

部
統
制
報
告
制
度
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
国

際
財
務
報
告
基
準
、
米
国
会
計
基
準
、
企
業

統
治
を
高
め
る
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
リ
ス
ク
管

理
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
構
築
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
で
き
る
財
務
・
会
計
プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
の
採
用
ニ
ー
ズ
は
引
き
続
き
高

い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

よ
う
な
専
門
性
の
高
い
業
務
に
対
応
で
き
る

優
秀
な
人
材
の
確
保
が
、
日
本
企
業
に
と
っ
て

か
な
り
困
難
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
当
社
が

毎
年
行
う
雇
用
調
査
結
果
か
ら
も
明
ら
か

だ
。
財
務
・
会
計
部
門
の
管
理
職
を
対
象
に

実
施
し
た
本
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
体

の
半
数
以
上
の
五
八
・
三
％
が「
景
気
後
退

期
に
あ
っ
て
も
、
財
務
・
会
計
部
門
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
人
材
は
不
足
し
て
い
る
」と
回
答

し
、こ
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
、
景
気
後
退
に
伴
い
、
シ

ニ
ア
・
レ
ベ
ル
の
リ
ス
ト
ラ
や
新
卒
採
用
も
減
速

す
る
な
ど
、厳
し
い
人
材
不
足
が
生
じ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
財
務
・
経
理
の
シ

ニ
ア
・
レ
ベ
ル
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
一
般
企
業
、

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
、
監
査
法
人
な

ど
に
対
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
で
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
紹
介
す
る「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
リ

ソ
ー
ス
」と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
誕
生
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
企
業
の
不
正
会
計
問
題
に
対
処
す

る
た
め
に
S
O
X
法
が
米
国
で
導
入
さ
れ
る

と
、
新
し
い
財
務
知
識
や
ス
キ
ル
が
必
要
と
な

り
、
財
務
・
会
計
分
野
の
専
門
家
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ソ
ー
ス
」へ
の
需
要
も
増
加
し

た
。
そ
の
後
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

も
こ
の
よ
う
な
動
き
に
追
随
す
る
形
で
需
要

が
増
え
、
特
に
昨
年
九
月
以
降
の
金
融
危
機

以
来
、
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
コ
ス
ト
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ソ
ー

ス
」採
用
の
動
き
が
急
拡
大
し
て
い
る
。

企
業
側
お
よ
び
働
く
側
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ソ
ー
ス
」の
需
要
が
拡

大
し
て
い
る
背
景
に
は
、
従
来
よ
り
一
層
高

レ
ベ
ル
な
財
務
・
会
計
分
野
の
知
識
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
同
時
に
、
業
務
量

の
増
大
や
業
務
の
複
雑
化
、
雇
用
・
就
業
ス

タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
が
あ
る
が
、
企
業
側
お
よ

び
働
く
側
の
双
方
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
企
業
側
か
ら
見
る
と
、
多
種
多
様
な
企

業
で
培
っ
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
豊
富
な
経
験

や
専
門
知
識
を
社
員
が
共
有
で
き
、
社
員
の

や
る
気
が
鼓
舞
さ
れ
、
外
部
か
ら
の
新
鮮
な

目
で
社
員
の
見
逃
し
が
ち
な
問
題
点
が
発

見
さ
れ
る
な
ど
高
い
利
点
が
あ
る
。
ま
た
、

働
く
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

界
や
企
業
で
幅
広
い
経
験
を
積
む
こ
と
で
短

期
間
に
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

他
、
仕
事
量
や
頻
度
を
比
較
的
自
由
に
自

分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
柔
軟
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
た
め
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
確

保
し
や
す
い
な
ど
魅
力
が
多
い
。

日
本
で
は
正
社
員
と
し
て
安
定
し
た
一

生
涯
の
雇
用
形
態
を
好
む
人
は
根
強
く
存

在
す
る
の
も
事
実
だ
。
当
社
が
二
〇
〇
七
年

に
日
本
で「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ソ
ー
ス
」を
導

入
し
た
際
に
は
、
企
業
の
枢
軸
部
門
を
外
部

の
人
間
に
任
せ
る
と
い
う
考
え
方
は
な
か
な

か
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
経
済

環
境
の
変
化
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
、
雇
用
・

就
業
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
、
時
代
の
変
化

に
伴
い
、
日
本
市
場
に
お
け
る「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
・
リ
ソ
ー
ス
」へ
の
需
要
は
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
今
後
も
労
使
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
新
し
い
雇
用
形
態
と
し
て
浸
透
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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